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レポート A-Reports 
・農林水産大臣賞に小池直志氏（ＪＡ信州諏訪）のスタンダードカーネーション
　～「第48回信州フラワーショーサマーセレクション」開催～

・「乳和食」は減塩食の新しい考え方！
　～「牛乳セミナー」を開催～

・営農技術員の功績を称え研鑽を磨く
　～「第65回ＪＡ長野県営農技術員研究大会」開催～

・長野米輸出の取り組み強化

・医薬原料用兎生産拡大を目指して
　～「平成28年度JA長野県養兎研修会」開催～



　

全
農
長
野
県
本
部
と
全
農
長
野
花
き
専

門
委
員
会
は
９
月
１
日
㈭
と
２
日
㈮
の
２

日
間
、
長
野
市
の
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル　

ア

ク
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
「
第
48
回
信
州
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ー
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
干
ば
つ
や
高
温
の
時
期
が
あ
っ

た
も
の
の
、
長
野
県
が
生
産
量
全
国
一
位

を
誇
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
切
り
花
４
５
１

点
が
出
品
・
審
査
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪

の
小
池
直
志
氏
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
「
パ
リ
ス
」
が
、
最
高
賞
の

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
２
番
花

が
出
荷
の
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
出

品
さ
れ
た
も
の
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
そ
の

中
で
も
小
池
氏
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
花

色
が
鮮
明
で
力
強
さ
や
勢
い
を
感
じ
る
す

ば
ら
し
い
出
来
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
家
庭
用
パ
ッ
ク
切
り
花
や

生
産
者
が
製
作
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
の
即
売
、
出
品
花
の
予
約
販
売
も

あ
り
、
新
鮮
な
花
を
買
い
求
め
る
来
場
者

で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
野
県
花
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
協
議
会
の
協
力
に
よ
り
小
学
生
へ
の

花
育
教
室
、
ア
ク
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
ス
テ
ー

ジ
上
で
の
装
花
展
示
も
併
催
し
ま
し
た
。

　

花
育
教
室
で
は
、
近
隣
小
学
校
の
４
年

生
39
名
が
県
内
産
の
花
に
つ
い
て
学
ん
だ

後
、
そ
れ
ら
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
作
り
ま
し
た
。
ア
レ
ン
ジ
教
室
に
は
講

師
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
県
内
の
若
手

生
産
者
が
加
わ
り
、
花
き
生
産
者
と
子
ど

も
達
と
の
交
流
を
図
れ
た
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
花
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
が
で
き
、
生
産
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
の
装
花
は
、
長
野
県
生
花

商
業
協
同
組
合

の
ス
タ
ッ
フ
が
、

フ

ラ

ワ

ー

シ
ョ
ー
に
出
品

さ
れ
る
県
内
産

の
花
を
中
心
に

使
い
、
大
き
な
作
品
か
ら
、
テ
ー
ブ
ル
ア

レ
ン
ジ
ま
で
、
プ
ロ
に
よ
る
飾
り
方
の
提

案
・
作
品
展
示
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
、「
見
応
え
が
あ
り
楽
し

い
」「
花
を
飾
る
時
の
参
考
に
な
る
」
等

の
意
見
も
聞
か
れ
、
消
費
宣
伝
の
場
と
し

て
も
有
意
義
な
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　

信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
は
、
生
産
者
の

栽
培
技
術
向
上
と
長
野
県
産
の
花
の
素
晴

ら
し
さ
を
多
く
の
消
費
者
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
夏
（
隔
年
で
７

月
・
９
月
交
互
開
催
）
と
冬
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
長
野
県
産
花
き
類
の
生

産
振
興
と
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

 

▼
野
菜
花
き
課　

花
き
グ
ル
ー
プ

　

全
農
長
野
県
本
部
、
長
野
県
牛
乳
普
及
協
会
、

長
野
県
生
乳
生
産
販
売
委
員
会
青
年
部
会
は
９
月

３
日
㈯
松
本
市
波
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で
牛
乳
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
１
７
３
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
料
理
家
で
管
理
栄
養
士
の
小

山
浩
子
先
生
が
、
減
塩
効
果
と
お
い
し
さ
ア
ッ
プ

で
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
乳
和
食
」
に
つ
い
て
、

科
学
的
な
デ
ー
タ
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　

日
本
高
血
圧
協
会
の
理
事
も
務
め
る
小
山
先
生

は
減
塩
の
重
要
性
に
触
れ
「
和
食
に
は
調
味
ベ
ー

ス
と
し
て
の
み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
に
多
く
の
塩
分
が

含
ま
れ
る
た
め
、
日
本
人
の
食
塩
摂
取
量
は
年
々

下
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
世
界
的
に
見
て
際

立
っ
て
多
く
、高
血
圧
有
病
者
は
増
加
し
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
小
山
先
生
は
「
減
塩
食
の
新
し
い
考

え
方
『
乳
和
食
』
は
、

コ
ク
と
旨
み
と
わ
ず

か
な
塩
味
を
含
む
牛

乳
を
、
だ
し
や
水
な

ど
の
代
わ
り
に
利
用

す
る
調
理
法
で
、
驚

く
ほ
ど
少
な
い
塩
分

で
も
お
い
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ル

シ
ウ
ム
不
足
解
消
な
ど
の
相
乗
効
果
も
あ
る
」
と

説
明
し
ま
し
た
。

　

小
山
先
生
は
、
血
圧
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

高
塩
分
食
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
お
年
寄
り
が
「
だ

ま
さ
れ
た
と
思
っ
て
」
納
豆
の
だ
し
を
半
分
に
し
、

牛
乳
を
加
え
た
納
豆
に
挑
戦
し
た
例
を
紹
介
。
お

年
寄
り
の
「
想
像
と
全
然
違
う
。
大
豆
の
味
も
わ

か
る
」
と
の
感
想
に
「
自
信
を
深
め
た
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

講
演
後
、
小
山
先
生
は
水
の
代
わ
り
に
牛
乳
を

使
う
「
か
ぼ
ち
ゃ
の
ミ
ル
ク
そ
ぼ
ろ
煮
」、
卵
の

代
わ
り
に
ミ
ル
ク
で
粉
を
溶
き
、
衣
を
作
る
「
カ

リ
カ
リ
ミ
ル
ク
衣
揚
げ
」
の
メ
ニ
ュ
ー
作
り
を
実

演
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
へ
「
ミ
ル
ク
み
そ
汁
」
の
試
食
提
供
を

行
い
、
塩
分
が
少
な
く
て
も
コ
ク
が
あ
っ
て
美
味

し
い
と
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
県
内
乳
業
メ
ー
カ
ー
が
牛

乳
・
乳
製
品
の
試
飲
・
試
食
を
実
施
。
パ
ネ
ル
等

を
用
い
て
酪
農
の
説
明
を
行
い
、
理
解
醸
成
を
図

り
ま
し
た
。

酪
農
課

「
乳
和
食
」は
減
塩
食
の

新
し
い
考
え
方
！

〜「
牛
乳
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
〜

農
林
水
産
大
臣
賞
に
小
池
直
志
氏（
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
）

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

〜「
第
48
回
信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」開
催
〜

賞
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介
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岡
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光
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ョ
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マ
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久
浅
間

フ
ラ
ワ
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ョ
ー

運
営
委
員
長
賞

輪
ギ
ク

深
志
の
匠

伊
藤　

幸
彦
信
州
諏
訪

輪
ギ
ク

岩
の
白
扇

中
村
清
一
郎
信
州
諏
訪

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ユ
リ

マ
ー
ロ
ン

翁
像　

行
夫
木
曽

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ハ
ニ
ー
ソ
フ
ィ
ア
矢
野　

源
彦
上
伊
那

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
ハ
ー
レ
ス
ラ
イ
ト
ピ
ン
ク

北
島　

一
博
信
州
う
え
だ

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

仙
丈
の
雪

林　
　

俊
哉
上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
サ
ン
マ
リ
ノ

赤
羽　

今
男
上
伊
那

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

な
み
だ
プ
ラ
ス

川
嶋　
　

一
信
州
諏
訪

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ロ
ー
ズ

塩
原　

俊
昭
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド

ワ
レ
モ
コ
ウ

ワ
レ
モ
コ
ウ

梨
元　
　

茂
な
が
の（
北
信
州
み
ゆ
き
）

S
T
D
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

バ
イ
パ
ー
ワ
イ
ン

吉
田
あ
さ
子
佐
久
浅
間

風
船
と
う
わ
た

フ
ィ
ソ
カ
ル
パ

宮
下　

一
美
信
州
う
え
だ

○第48回信州フラワーショー サマーセレクション入賞者 （敬称略）
表彰されるJA信州諏訪の小池氏（右）

講師の小山浩子先生

ロビーでのパネル展示で酪農への理解を促す

県内乳業メーカーによる牛乳・乳製品の試飲・試食 ミルクみそ汁の試食

総合司会のSBC信越放送 坂橋克明アナウンサーと
調理を実演する小山先生

農林水産大臣賞を受賞した
スタンダードカーネーション

2 1

す
る
調
理
法
で
、
驚

く
ほ
ど
少
な
い
塩
分

酪
農
課

レポート



　

９
月
９
日
㈮
、
長
野
市
若
里
文
化

ホ
ー
ル
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
学
習
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
は
、
長
野

中
央
会
や
全
農
長
野
県
本
部
を
は
じ
め

と
す
る
各
連
合
会
の
ほ
か
、県
医
師
会
・

薬
剤
師
会
等
医
療
関
係
団
体
、
生
活
ク

ラ
ブ
生
協
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
慎
重
に
考
え
る

労
働
組
合
連
絡
会
な
ど
、
37
団
体
で
構

成
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
連
絡
会

が
主
催
し
、
県
下
各
地
の
農
業
関
係
者
、

医
療
関
係
者
、
労
組
員
の
ほ

か
、
一
般
参
加
者
を
含
め
て

６
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

堤
未
果
氏
が
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
真

実
と
守
る
べ
き
日
本
の
宝
』

と
題
し
た
講
演
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

協
定
の
全
文
が
日
本
語
に
翻

訳
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
発
表

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
批
准
さ

れ
る
と
起
こ
り
う
る
大
き
な

不
利
益
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
で

の
取
材
を
基
に
生
々
し
い
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
弁
護
士
の
小
林

正
氏
の
講
演
『
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
と
そ
の

影
響
』
で
は
、
過
去
に
発
生
し
た
具
体

的
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
中
で
最
も
深
刻
と
さ
れ
る
こ
の
条
項

が
、
い
か
に
危
険
な
も
の
で
あ
る
か
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
学
習
会
の
よ

う
な
活
動
は
知
識
を
得
る
ば
か
り
で
な

く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
阻
止
に
向
け
て
の
重
要
な

行
動
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。

総
務
広
報
課

Ｔ
Ｐ
Ｐ
学
習
会
開
催

　

９
月
９
日
㈮
、
長
野
市
若
里
文
化

ホ
ー
ル
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
学
習
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
は
、
長
野

中
央
会
や
全
農
長
野
県
本
部
を
は
じ
め

と
す
る
各
連
合
会
の
ほ
か
、県
医
師
会
・

薬
剤
師
会
等
医
療
関
係
団
体
、
生
活
ク

ラ
ブ
生
協
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
慎
重
に
考
え
る

労
働
組
合
連
絡
会
な
ど
、
37
団
体
で
構

成
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
連
絡
会

が
主
催
し
、
県
下
各
地
の
農
業
関
係
者
、

医
療
関
係
者
、
労
組
員
の
ほ

か
、
一
般
参
加
者
を
含
め
て

６
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

堤
未
果
氏
が
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
真

実
と
守
る
べ
き
日
本
の
宝
』

と
題
し
た
講
演
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

協
定
の
全
文
が
日
本
語
に
翻

訳
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
発
表

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
批
准
さ

れ
る
と
起
こ
り
う
る
大
き
な

不
利
益
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
で

の
取
材
を
基
に
生
々
し
い
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
弁
護
士
の
小
林

正
氏
の
講
演
『
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
と
そ
の

影
響
』
で
は
、
過
去
に
発
生
し
た
具
体

的
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
中
で
最
も
深
刻
と
さ
れ
る
こ
の
条
項

が
、
い
か
に
危
険
な
も
の
で
あ
る
か
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
学
習
会
の
よ

う
な
活
動
は
知
識
を
得
る
ば
か
り
で
な

く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
阻
止
に
向
け
て
の
重
要
な

行
動
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。

総
務
広
報
課

Ｔ
Ｐ
Ｐ
学
習
会
開
催

　

９
月
13
日
㈫
、
安
曇
野
市
ス
イ
ス
村
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
第
65
回
Ｊ

Ａ
長
野
県
営
農
技
術
員
研
究
大
会
」
が

１
４
０
名
の
営
農
技
術
員
を
参
集
し
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
営
農
技
術
員
の
功
績
を
称
え

優
秀
な
功
績
の
あ
っ
た
技
術
員
の
事
例
発
表

を
通
し
て
研
鑽
を
磨
く
と
い
う
趣
旨
の
も
と

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
講
演
会
の
講
師
と
し
て
、
ご
自
身

が
営
農
技
術
員
で
も
あ
り
今
年
度
Ｊ
Ａ
長
野

中
央
会
・
各
連
合
会
の
会
長
に
就
任
さ
れ
た

雨
宮
勇
氏
が
講
演
さ
れ
、
営
農
技
術
員
の
真

髄
に
触
れ
る
基
調
な
お
話
を
拝
聴
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
ま
ず
、
前
年
度
（
平
成
27
年
度
）

県
営
農
技
術
者
会
議
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
務

め
て
い
た
だ
い
た
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
小
池
宏
明

営
農
部
長
（
会
長
）、
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
高
橋

吉
紀
営
農
指
導
部
長
（
副
会
長
）、
Ｊ
Ａ
信

州
諏
訪
小
林
昇
営
農
部
長
（
副
会
長
）、
Ｊ

Ａ
あ
づ
み
元
営
農
部
一
志
寛
次
長（
副
会
長
）

の
４
名
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、優
績
者
と
し
て
、Ｊ
Ａ
長
野
八
ヶ

岳　

横
森
徳
昭
氏
、
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪　

五
味

広
孝
氏
、
Ｊ
Ａ
松
本
市　

大
塚
智
也
氏
、
Ｊ

Ａ
な
が
の　

風
間
久
氏
の
４
名
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
功
績
者
と
し
て
Ｊ
Ａ
、
連

合
会
よ
り
23
名
の
営
農
技
術
員
、
職
員
が
表

彰
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
清
澤
理
氏
が
代
表

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
、
長
野
県
農
政
部
農
業
技
術
課

の
小
林
茂
樹
企
画
幹
を
お
招
き
し
、
食
と
農

業
に
国
の
補
正
予
算
が
編
成
さ
れ
る
中
、
事

業
の
有
効
活
用
に
向
け
て
長
野
県
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
の
農

業
振
興
に
努
め
た
い
と
の
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野
中
央
会
の
春
日

十
三
男
専
務
か
ら
は
、
９
月
１
日
の
大
型
Ｊ

Ａ
の
誕
生
も
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
は

組
合
員
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
と
な
る
よ

う
す
す
め
た
い
と
の
意
思
表
明
が
あ
り
、
営

農
技
術
員
に
は
地
域
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
発
揮
に
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
後
、
優
績
表
彰
者
の
４
名
か
ら
事
例

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

営
農
技
術
員
の
功
績
を
称
え

研
鑽
を
磨
く

〜「
第
65
回
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
技
術
員
研
究
大
会
」開
催
〜

J
A
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー

研究大会
閉会式の様子

雨宮会長講演会
「常に農家目線で」

　

Ｊ
Ａ
長
野
八
ヶ
岳
の
横
森
氏
か
ら
は
、
ハ

ク
サ
イ
産
地
に
お
い
て
、
従
来
の
15
キ
ロ
詰

め
段
ボ
ー
ル
か
ら
12
キ
ロ
詰
め
（
平
箱
）
を

進
め
、
高
齢
者
の
労
力
軽
減
が
図
れ
、
生
産

量
の
維
持
を
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
の
五
味
氏
か
ら
は
、
地
域

農
業
振
興
計
画
の
策
定
に
先
立
ち
、
昨
年
度

農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
高

齢
化
の
進
展
に
よ
り
生
産
量
全
体
が
減
少
す

る
一
方
で
経
営
規
模
拡
大
も
進
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
全
体
的
に
農
業
生
産

が
減
少
傾
向
の
な
か
、
セ
ル
リ
ー
、
パ
セ
リ

を
は
じ
め
と
し
た
品
目
を
絞
っ
た
農
業
振
興

に
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
松
本
市
の
大
塚
氏
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
管

内
は
市
街
化
が
進
行
し
、
松
本
一
本
ね
ぎ
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
あ
っ

た
が
、
女
性
部
を
中
心
と
し
た
産
地
復
活
の

取
り
組
み
を
基
点
に
、
生
産
者
組
織
を
再
編

成
し
松
本
一
本
ね
ぎ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功

し
た
事
例
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
な
が
の
の
風
間
氏
か
ら
は
、
古
く
か

ら
の
巨
峰
の
産
地
で
あ
っ
た
が
、
結
実
確
保

が
長
年
の
課
題
で
あ
り
、
消
費
地
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
種
無
し
化
や
新
品
種
の
導
入
を
図

り
、
生
産
品
種
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
化
を
す
す

め
た
こ
と
で
、
ブ
ド
ウ
経
営
の
安
定
化
が
図

れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
雨
宮
会
長
に
よ
る
熱
弁
が

ふ
る
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
も
営
農
技
術
員
の

ひ
と
り
で
昭
和
43
年
、
西
筑
摩
郡
農
協
（
今

の
J
A
木
曽
）
に
赴
任
と
な
り
、
以
降
木
曽

郡
農
協
、
原
村
農
協
、
富
士
見
町
農
協
と
転

任
さ
れ
野
菜
、
花
、
き
の
こ
の
技
術
員
と
し

て
活
躍
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
と
か
く
、
専

門
分
野
に
固
ま
り
が
ち
な
営
農
指
導
員
だ
が
、

広
範
な
経
験
が
で
き
る
場
づ
く
り
や
技
術
員

自
身
も
自
分
の
担
当
分
野
だ
け
で
な
く
周
り

の
職
員
の
動
向
に
も
目
配
り
を
す
る
必
要
性

に
つ
い
て
指
南
さ
れ
ま
し
た
。
常
に
農
家
の

目
線
で
物
事
を
見
て
、
マ
ン
ネ
リ
化
せ
ず
、

農
家
と
二
人
三
脚
で
「
ず
く
」
を
出
し
て
活

動
し
て
ほ
し
い
と
力
を
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

4 3

対
応
し
た
種
無
し
化
や
新
品
種
の
導
入
を
図

り
、
生
産
品
種
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
化
を
す
す

レポート



　

全
農
長
野
県
本
部
が
原
料
供
給
し
、
今
年
２
月
２
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
江
崎
グ
リ
コ
㈱
の
ご
当
地
ポ
ッ

キ
ー
『
信
州
巨
峰
』。
県
外
観
光
客
の
お
土
産
と
し
て

は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
手
土
産
と
し
て
も
人
気
で
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
長
野
県
内
と
空
港
免
税
エ
リ
ア
分
の

販
売
を
合
わ
せ
る
と
、
４
月
か
ら
８
月
の
５
ヵ
月
間
で

前
年
対
比
約
３
・
３
倍
（
個
数
ベ
ー
ス
）
の
売
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
、
ブ
ド
ウ
産
地
を
盛
り
上
げ
、
信
州
ブ
ド

ウ
の
お
い
し
さ
を
も
っ
と
皆
さ
ん
に
知
っ
て
欲
し
い
と
、

江
崎
グ
リ
コ
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
特
集
記
事
が
３

回
に
亘
っ
て
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

高
山
村
の
ブ
ド
ウ
生
産
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
を
手
掛
け
る
放
送
作
家
の
岡
野

奈
緒
子
さ
ん
が
実
際
に
巨
峰
畑
を
訪
ね
、
摘
粒
作
業
を

見
学
し
な
が
ら
、
生
産
者
の
方
か
ら
信
州
巨
峰
の
お
い

し
さ
の
秘
密
、
生
産
者
の
ブ
ド

ウ
作
り
に
対
す
る
熱
い
心
、
こ

だ
わ
り
な
ど
、
信
州
巨
峰
の
魅

力
が
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
１
回
目
の
記
事

が
公
開
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

第
13
回
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
枝
肉
共

励
会
が
９
月
２
日
㈮
、
㈱
長
野
県
食

肉
公
社
で
開
催
さ
れ
、
県
内
交
雑
牛

肥
育
生
産
者
に
よ
り
丹
精
込
め
て
育

て
ら
れ
た
交
雑
牛
30
頭
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　

出
品
牛
の
上
物
比
率
（
３
等
級
以

上
）
は
去
勢
が
77
％
、
雌
が
59
％
と

品
質
に
優
れ
た
共
励

会
と
な
り
、
最
優
秀

賞
１
席
を
㈱
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
市
川

長
俊
氏
（
Ｊ
Ａ
佐
久

浅
間
）、
最
優
秀
賞

２
席
を
高
塚
賢
一
氏

（
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
共
励
会
に
出

品
さ
れ
た
信
州
ア
ル

プ
ス
牛
は
、
㈱
長
野

県
Ａ
・
コ
ー
プ
の
店

舗
で
９
月
22
日
㈭
か
ら
25
日
㈰
に
行

わ
れ
た
信
州
農
畜
産
物
祭
り
で
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
ブ
ラ
ン

ド
の
認
知
度
向
上
と
販
路
拡
大
、
ま

た
枝
肉
共
励
会
や
研
修
会
の
開
催
に

よ
り
、
長
野
県
畜
産
事
業
の
発
展
に

努
め
ま
す
。

最
優
秀
賞
１
席
を

 

市
川
長
俊
氏（
J
A
佐
久
浅
間
）

が
受
賞

〜「
第
13
回
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
枝
肉
共
励
会
」開
催
〜

果
実
課

畜
産
課

ご
当
地
ポ
ッ
キ
ー『
信
州
巨
峰
』

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
信
州
巨
峰
の
魅
力
発
信
中
！

　

中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
の

免
税
店
で
、
９
月
１
日
㈭
か
ら
長
野
県

産
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
販
売

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
増
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
訪
日
外
国
人
に
対
し
、

秀
逸
な
長
野
県
産
果
物

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

で
消
費
を
増
や
し
、
販

路
を
拡
大
す
る
と
も
に
、

長
野
県
へ
の
来
訪
を
促

す
こ
と
を
狙
い
、
中
部

国
際
空
港
・
長
野
県
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

な
ど
日
本
で
の
輸
出
検

疫
が
不
要
な
国
に
出
発

す
る
お
客
様
は
房
で
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
、

機
内
で
食
べ
ら
れ
る

カ
ッ
プ
入
り
も
あ
り
ま

す
。

　

同
空
港
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
3
階
国
際
線

出
発
制
限
エ
リ
ア
内

「c
e
n
tra
ir O
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H
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m
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selectio
n series F｣

専
用
カ
ウ
ン

タ
ー
で
11
月
30
日
㈬
ま
で
販
売
さ
れ
ま

す
。

中
部
国
際
空
港
で
県
産
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
販
売
中

米
穀
課

名
古
屋
販
売
事
務
所

　

全
農
長
野
県
本
部
は
８
月
29
日
㈪
、
Ｊ
Ａ

長
野
県
ビ
ル
で
記
者
会
見
を
開
き
、
長
野
米

の
輸
出
増
に
向
け
、
東
洋
ラ
イ
ス
㈱
（
東
京

都
）
と
共
同
で
取
り
組
む
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

長
野
米
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
流
通
コ
ス

ト
の
問
題
や
、
輸
出
先
の
東
南
ア
ジ
ア
等
で

日
本
産
米
の
価
格
競
争
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、

メ
リ
ッ
ト
は
小
さ
い
と
判
断
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
長
野
米
の
重
点
取
引
先
で
あ
る

東
洋
ラ
イ
ス
㈱
が
平
成
26
年
か
ら
国
産
米
の

海
外
輸
出
の
取
り
組
み
を
本
格
的
に
開
始
し

た
こ
と
か
ら
、
東
洋
ラ
イ
ス
㈱
と
の
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
で
、
長
野
県
産
米
を
原
料
と

し
た
「
金
芽
米
」
な
ど
高
付
加
価
値
米
の
輸

出
増
が
見
込
め
る
と
考
え
、
本
格
的
に
取
り

組
み
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

東
洋
ラ
イ
ス
㈱
の
海
外
輸
出
は
、
平
成
27

年
度
実
績
で
２
１
５
ト
ン
で
、
こ
の
う
ち
長

野
県
産
米
は
95
ト
ン
と
４
割
強
を
占
め
て
い

ま
す
。
同
社
は
平
成
30
年
度
に
は
全
体
で

５
０
０
ト
ン
ま
で
引
き
上
げ
た
い
考
え
で
、

内
、
長
野
米
は
３
０
０
ト
ン
程
度
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
①
輸
出
専
用
長
野
県
産
米
袋
の

共
同
作
製
②
海
外
現
地
で
の
消
費
宣
伝
会
実

施
③
海
外
向
け
Ｃ
Ｍ
の
共
同
制
作
な
ど
の
輸

出
の
取
り
組
み
強
化
に
よ
っ
て
、
農
業
所
得

の
向
上
・
長
野
県
産
米
の
販
路
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。

長
野
米
輸
出
の
取
り
組
み
強
化

○共励会の成績
平均枝重 平均単価

交雑種去勢 553.8㎏ 1,703円

交 雑 種 雌 490.6kg 1,771円

○第13回信州アルプス牛枝肉共励会 入賞者 （敬称略）

賞 JA名 生産者 性別

最優秀賞１席 佐 久 浅 間
㈱グリーンフィールド
市 川 長 俊 雌

最優秀賞２席 佐 久 浅 間 高 塚 　 賢 一 雌

優 秀 賞 松本ハイランド 桑 原 　 睦 雄 去勢

〃 松本ハイランド 増 沢 　 和 士 雌

優 良 賞 佐 久 浅 間
㈱グリーンフィールド
山 崎 直 人 雌

〃 信 州 う え だ 久 保 田 　 聖 雌

〃 上 伊 那 直販寺良農場 雌

地元ポッキー　信州巨峰

長野米の輸出の取り組みについて説明する髙木本部長

試食をする空港利用者

㈱
グ
リ
ー
ン

　

フ
ィ
ー
ル
ド
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プ
ス
牛
は
、
㈱
長
野

県
Ａ
・
コ
ー
プ
の
店

畜
産
課

レポート



　

８
月
22
日
㈪
に
信
州
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
㈱
会
議
室
に

お
い
て
、
長
野
県
乳
質
改
善
・
生
乳
安
全
安
心
推
進

協
議
会
主
催
の
平
成
27
年
度
長
野
県
乳
質
改
善
共
励

会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
は
、
県
内
生
産

農
家
３
５
６
戸
か
ら
生
乳
生
産
規
模
（
年
間
出
荷
乳

量
）
に
よ
り
第
１
部
（
３
０
０
ｔ
／
年
以
上
）、
第

２
部（
１
５
０
ｔ
／
年
以
上
〜
３
０
０
ｔ
／
年
未
満
）、

第
３
部
（
１
５
０
ｔ
／
年
未
満
）
の
３
部
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
で
各
３
名
、
合
計
９
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
第
１
部
は
南
信
酪
の
渡
辺
俊
夫
氏
、

第
２
部
は
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
の
渡
辺
郷
則
氏
、
第
３
部

は
㈲
北
ア
ル
プ
ス
牧
場
の
３
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
長
野

県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

入
賞
者
の
皆
さ
ん
は
、
毎
日
コ
ツ

コ
ツ
と
積
み
重
ね
て
い
く
根
気
の
い

る
作
業
を
『
あ
た
り
前
の
こ
と
』
と

し
て
身
に
付
け
て
お
り
、
消
費
者
の

皆
さ
ん
に
安
全
安
心
で
、
お
い
し
い

信
州
の
牛
乳
・
乳
製
品
を
供
給
し
た

い
と
の
気
持
ち
が
強
い
と
感
じ
ま
し

た
。

　

審
査
は
、
毎
月
３
回
行
う
年
間
合

計
36
回
の
検
査
デ
ー
タ
で
乳
成
分
と

乳
質
を
得
点
化
し
、
ま
た
、
審
査
選
考
に
お
い
て
は
、

得
点
が
高
く
て
も
、
１
回
で
も
基
準
値
か
ら
外
れ
た

場
合
は
表
彰
選
定
外
と
な
る
厳
し
い
条
件
が
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
安
全
安
心
な
生
乳
を
生
産
し
、
そ
の
お

い
し
い
牛
乳
を
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
飲
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
関
連
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、

乳
質
向
上
と
消
費
拡
大
に
向
け
「
信
州
産
牛
乳
」
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

乳
質
向
上
と
消
費
拡
大
に
向
け

「
信
州
産
牛
乳
」の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
へ

〜「
平
成
27
年
度
長
野
県
乳
質
改
善
共
励
会
表
彰
式
」開
催
〜

畜
産
課

酪
農
課

　

９
月
６
日
㈫
に
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
グ
リ
ン
パ
ル
に
お
い
て
、

県
下
各
地
か
ら
60
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、「
Ｊ
Ａ
長
野
県
養
兎
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
医
薬
原
料
用
兎
事
業
と
は
、
ウ
サ
ギ

の
体
内
に
特
定
の
抗
体
を
作
り
、
そ
れ
を
取
り
出
し
て
人
間
用
医
薬

品
の
原
料
に
す
る
事
業
で
、
そ
の
た
め
の
ウ
サ
ギ
を
長
野
県
内
で
年

間
約
３
５
，
０
０
０
羽
出
荷
し
て
い
ま
す
。
日
本
臓
器
製
薬
㈱
の
子

会
社
日
本
ア
ル
ス
㈱
（
伊
那
市
）
と
生
産
販
売
に
関
す
る
協
定
書
を

結
び
、
年
間
固
定
価
格
で
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
内
で
も
、

ウ
サ
ギ
を
事
業
と
し
て
こ
れ
だ
け
飼
育
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
珍
し
い

の
で
す
が
、
生
産
者
も
年
々
高
齢
化
が
進
み
、
昨
年
一
年
間
で
約
４
，

０
０
０
羽
減
少
し
て
い
ま
す
。
日
本
ア
ル
ス
㈱
の
井
上
俊
明
専
務
取

締
役
は
、「
鎮
痛
剤
と
し
て
国
内
で
も
有
数
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
ノ
イ

ロ
ト
ロ
ピ
ン
の
原
料
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
に
薬
を
待
っ
て
い
る
患

者
さ
ん
が
い
る
。そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
も
安
定
供
給
を
続
け
た
い
」

と
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
生
産
拡
大
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

研
修
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
か
ら
優
良
事
例
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

暑
熱
対
策
や
飼
養
管
理
上
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
研

修
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
他
地
区
の
生
産
者
と
交
流
を
図
り
、

「
ぜ
ひ
、
来
年
も
開
催
し
て
欲
し
い
」
と
の
声
も
多
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
研
修
会
を
き
っ
か
け
に
生
産
性
向
上
が
図
ら
れ
、
出
荷

羽
数
が
増
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

○平成27年度長野県乳質改善共励会表彰者一覧 （敬称略）

乳量区分 表　彰 農協名 氏名

第1部 300t/年
以上

最優秀賞 南信酪 渡辺　俊夫
優 秀 賞 長野八ヶ岳 小林　正春
優 良 賞 龍峡酪 片桐　正之

第2部
150t/年 以上

～
300t/年 未満

最優秀賞 佐久浅間 渡辺　郷則
優 秀 賞 長野八ヶ岳 嶋崎　稔夫
優 良 賞 佐久浅間 美斉津　昭信

第3部 150t/年 未満
最優秀賞 南信酪 ㈲北アルプス牧場
優 秀 賞 南信酪 猿田　好宏
優 良 賞 南信酪 三井　亮

表彰を受ける各部の最優秀賞受賞者

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会
は
９
月

10
日
㈯
11
日
㈰
の
両
日
、
名
古
屋
市
栄
で
開

催
さ
れ
た「
ふ
る
さ
と
全
国
県
人
会
ま
つ
り
」

で
県
産
農
産
物
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

モ
モ
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
、
プ
ル
ー
ン
、
プ

ラ
ム
、
え
の
き
た
け
、
ぶ
な
し
め
じ
、
エ
リ

ン
ギ
、
大
粒
な
め
こ
、
柿
の
木
茸
、
ズ
ッ
キ
ー

ニ
、
パ
プ
リ
カ
等
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の

多
彩
な
農
産
物
は
来
場
者
の
目
を
引
き
、
多

く
の
お
客
様
が
足
を
止
め
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
毎
年
モ
モ
を
販
売
し
て
い
る
た

め
常
連
の
お
客
様
が
何
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、

「
毎
年
、
長
野
の
モ
モ
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
箱
で
購
入
さ
れ
ま
す
。
ナ
ガ
ノ
パ
ー

プ
ル
と
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
「
両
方
食

べ
た
い
の
で
片
方
を
選
べ
な
い
」
と
両
方
購

入
す
る
方
が
多
く
、
今
回
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

初
め
て
販
売
し
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
、
長
野
県

の
生
産
量
が
多
い
こ
と
を
ご
存
知
の
お
客
様

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
協
議
会
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
お

客
様
と
直
接
会
話
を
し
な
が
ら
販
売
す
る
こ

と
で
産
地
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
県

産
農
産
物
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

全
農
長
野
県
本
部
生
産
販
売
企
画
課

は
、
９
月
９
日
の
重
陽
の
節
句
に
あ
わ

せ
て
９
月
３
日
㈯
〜
９
日
㈮
に
Ｊ
Ｒ
長

野
駅
の
駅
ビ
ル
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
長
野
店

内
レ
ス
ト
ラ
ン
『
長
野
県
長
寿
食
堂
』

で
県
産
の
キ
ク
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
産
の
輪
ギ
ク
を
中
心

に
県
産
花
き
を
使
い
、
店
頭
に
は
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
、
各
テ
ー
ブ
ル
に

は
一
輪
挿
し
と
と
も
に
、
赤
・
黄
・

白
の
キ
ク
の
主
力
品
や
産
地
を
紹

介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
置
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
店
で
人
気
の
J
A
出

荷
の
野
菜
を
中
心
と
し
た
『
野
菜

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
』（
一
部
野
菜
を
全

農
長
野
が
提
供
）
を
注
文
し
た
お

客
様
に
輪
ギ
ク
を
使
っ
た
プ
チ

ブ
ー
ケ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

来
店
客
は
「
キ
ク
は
落
ち
着
い
た

イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
こ
う
し
て
飾

ら
れ
る
と
華
や
か
で
す
ね
」
と
、

キ
ク
の
印
象
が
変
わ
っ
た
こ
と
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

重
陽
の
節
句
は
五
節
句
の
一
つ
で
、

不
老
長
寿
を
願
い
「
菊
の
節
句
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
お
盆
と
お
彼
岸
の

間
で
輪
ギ
ク
の
需
要
が
落
ち
込
む
こ
の

時
期
。
菊
の
美
し
さ
に
触
れ
、
日
常
の

生
活
に
花
を
取
り
入
れ
る
楽
し
さ
を
提

案
し
ま
し
た
。

「
重
陽
の
節
句
」に

キ
ク
を
愛
で
な
が
ら
お
食
事
を

〜「
長
野
県
長
寿
食
堂
」で
県
産
の
キ
ク
を
P
R
〜

J
A
長
野
県
農
産
物
P
R
協
議
会

生
産
販
売
企
画
課

毎
年
、長
野
の
モ
モ
を
楽
し
み
に

常
連
の
お
客
様
が
多
数
来
場
！

〜
名
古
屋
で「
ふ
る
さ
と
全
国
県
人
会
ま
つ
り
」に
出
展
〜

天候に恵まれ、2日間で約 17万人が来場

医
薬
原
料
用
兎

生
産
拡
大
を
目
指
し
て

〜「
平
成
28
年
度
J
A
長
野
県
養
兎
研
修
会
」開
催
〜

店頭を飾る輪ギクのアレンジメント
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ら
れ
る
と
華
や
か
で
す
ね
」
と
、

キ
ク
の
印
象
が
変
わ
っ
た
こ
と
を

生
産
販
売
企
画
課

レポート



　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、各
地
で
秋

祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。一
年

間
の
収
穫
と
、地
域
の
平
和
や
発
展

を
村
の
鎮
守
様
に
感
謝
す
る
行
事

で
す
。先
日
は
地
元
の
神
社
で
お
祭

り
が
あ
り
、近
所
の
皆
さ
ん
と
舞
台

引
き
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。お
囃
子

に
合
わ
せ
て
エ
ン
ヤ
コ
ラ
と
境
内
を

引
き
回
し
ま
し
た
が
、昔
か
ら
の
あ

る
舞
台
で
境
内
も
緩
や
か
な
坂
だ
っ

た
り
デ
コ
ボ
コ
だ
っ
た
り
す
る
た
め
、

か
な
り
の
力
仕
事
で
し
た
が
、な
ん

と
か
引
っ
張
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。子
供
の
頃
は
、神
社
に
た
く

さ
ん
出
店
が
出
て
そ
こ
へ
行
く
の
が

と
て
も
楽
し
み
で
し
た
し
、映
画
も

や
っ
た
り
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
て

楽
し
い
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

以
前
私
も
お
囃
子
の
横
笛
を
吹
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。お
囃
子
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
は
昔
の
ま
ま
で
す
。舞
台

引
き
の
当
日
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
笛
を

借
り
て
吹
い
て
み
ま
し
た
が
、音
が

う
ま
く
出
ず
残
念
で
し
た
・・
。 （
Ｙ
）

10月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

10/4㈫ 10:13 ＳＢCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでー内「ラジオカーレポート」 りんご三兄弟

10/4㈫ 16:10 ＳＢCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 運動と牛乳（信州大学　能勢教授出演）

10/11㈫ 10:13 ＳＢCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでー内「ラジオカーレポート」 ぶなしめじ

10/11㈫ 16:10 ＳＢCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 10/8松本山雅ＦＣ「ＪＡ全農長野デー」の様子

10/18㈫ 10:13 ＳＢCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでー内「ラジオカーレポート」 米

10/18㈫ 16:10 ＳＢCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 8/22長野県乳質共励会の様子

10/25㈫ 10:13 ＳＢCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでー内「ラジオカーレポート」 エリンギ

10/25㈫ 16:10 ＳＢCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳クイズ

10/3、10、17、
24、31㈪ 17:30

FM長野 JA全農長野「発見！ながののゲンキ！～みらいのミカタ」 りんご三兄弟

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 6,680 142 102 
果 実 11,225 125 116 
野 菜 花 き 36,646 111 91 
野菜種苗センター 130 111 99 
き の こ 5,863 107 98 
営 業 5,419 100 100 
生 産 販 売 部 計 65,963 114 97 
包 装 資 材 3,766 102 105 
生 産 資 材 4,859 101 91 
農 業 機 械 3,499 118 118 
施 設 住 宅 2,993 201 164 
生 産 購 買 部 計 15,117 117 111 
畜 産 5,913 126 109 
三 岳 牧 場 118 109 116 
SPF繁殖センター 118 102 113 
酪 農 8,100 106 106 
八 ヶ 岳 牧 場 135 99 108 
畜 産 酪 農 部 計 14,385 113 107 
燃料・ホームエネルギー 8,191 93 87 
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 3,883 82 86 
生 活 5,469 100 97 
生 活 部 計 17,543 92 90 
長 野 県 本 部 計 113,008 110 99 

平成28年度8月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位:百万円,％)

10月の動き▶

総務広報課

10/2㈰
長野県協同組合フェスティバル
2016
エムウェーブ･エントランスプラザ

10/8㈯
松本山雅FCホームゲーム
「JA全農長野デー」
アルウィン

10/14㈮
全国消防操法・長野大会　
交流物産展
長野オリンピックスタジアム

生産販売部

10/1㈯

しあわせ信州健康セミナー　
メタボをブロック!
秋から冬の寒天メニュー
銀座NAGANO

10/5㈬

長野県JAグループ　
いきいき信州!
農産加工品展示商談会
東京交通会館

生 産 販 売
企 画 課
JA長野県

農産物PR協議会

10/29㈯
銀座NAGANO2周年記念
大感謝祭フルーツフェスタ（仮称）
銀座NAGANO

米 穀 課 10/14㈮ 「風さやか」統一米袋知事会見
長野県庁

野菜花き課 実施中～
10/31㈪

信州とれたてキャンペーン第4弾

き の こ 課 10/21㈮～
23㈰

平成28年度信州きのこ祭り
ビッグハット

　全農長野県本部米穀課は今
年も長野米新米キャンペーンを
行います。
　対象商品に付いている応募券
をハガキに貼り、必要事項を記
入の上ご応募いただくと、抽選
で600名様に信州プレミアム牛
肉などをプレゼント！
　今年は新たな取り組みとして、
「はなかっぱ」とコラボレーショ
ンしたオリジナル米袋で長野米
を販売します。
　この機会にぜひ、長野県産コ
リヒカリをお買い求め下さい。

（内部販売高含む）

総
務
広
報
課

　

全
農
長
野
県
本
部
は
、
９
月
場
所
の

御
嶽
海
関
の
健
闘
を
祈
念
し
、
県
産
農

畜
産
物
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
㈫
に
生
産
販
売
部
の
嶌
田

武
司
部
長
、
東
京
販
売
事
務
所
の
金
井

久
雄
所
長
な
ど
７
名
が
東
京
・
両
国
の

出
羽
海
部
屋
を
訪
ね
、
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

今
回
贈
呈
し
た
の
は
、
信
州
ポ
ー
ク
、

福
味
鶏
、
え
の
き
た
け
、
ぶ
な
し
め
じ
、

な
め
こ
、
ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白

ね
ぎ
、
大
根
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、

ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
、
豊
水
、
飲
む
ヨ
ー

グ
ル
ト
、
な
め
茸
と
、
こ
の
時
期
な
ら

で
は
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
県
産
品
。

く
だ
も
の
は

「
高
価
で
部
屋

で
は
な
か
な
か

買
え
な
い
」
と

喜
ば
れ
ま
し
た
。

商
品
は
前
日
に

納
品
さ
れ
て
お

り
、
朝
稽
古
後

の
ち
ゃ
ん
こ
鍋

に
さ
っ
そ
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
県
本
部
は
今
年
度
、
全
て

の
場
所
前
に
県
産
農
畜
産
物
を
贈
呈
し

て
御
嶽
海
関
と
出
羽
海
部
屋
力
士
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
産
農
畜
産
物
で
９
月
場
所

も
頑
張
れ 

〜
御
嶽
海
関
に
県
産
農
畜
産
物
を
贈
呈
〜

信州ポークの焼き肉

県産農畜産物がたっぷり入ったしょう油味のちゃんこ鍋

飲むヨーグルト（９００ml）が小さく見える！

長野米新米キャンペーン！
長野米を食べてキャンペーンに応募しよう！

見本

オリジナル米袋

掲示板

10 9
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JA全農長野ホームページ http://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」 http://www.ja-town.com


